






要約:医療機関の多い都市の保健所における乳幼児健診の果たしている役割を知るために

母子管理カードによって、健診時の母の訴えについて調査した。何らかの訴えのあった児

の割合は乳児 63.4%、1 才半児 75.4%、3 才児 63.2%であった。訴えの内容は乳児では疾病・

異常など身体に関することが最も多く、次いで栄養・食事などであり、1才半児では栄養・

食事に関することが最も多く、3 才児では行動・情緒の問題が最も多かった。訴えに相応

した所見が認められたり、心配・不安に対して相談が必要であったりして、個人的な指導・

指示が行われた訴えの割合は乳児 36.2%、1 才半児 44.5%3 才児 45.5%であった。 


